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はじめに
　南城市サキタリ洞遺跡（ガンガラーの谷内）は、
旧石器時代の人骨とともに当時の人々の暮らしを物
語る道具ならびに食糧残滓が同一層準から出土した
国内唯一の遺跡（Fujita et al. 2016; 沖縄県立博物
館・美術館 2018; 山崎ほか 2021）である。出土人
骨は、周辺地域で発見された港川人（Suzuki and 
Hanihara 1982; Kaifu et al. 2011）や白保竿根田
原洞穴人（土肥ほか 2017; 河野ほか 2018）などの
全身骨格に比べ断片的であり、形態学的な特徴につ
いては未だ十分な検討が加えられていない。断片的
な資料とはいえ、今後の研究に備え、資料の基礎的
な情報を整理・報告する意義は少なくないとの考え
から、小稿では出土資料のうち、Ⅰ層およびⅡ層か
ら出土した遊離歯について再報告を行う。

右上顎乳犬歯（図１）
　本資料はサキタリ洞遺跡調査区ⅠのⅠ層（約
16,000 〜 14,000年前）から出土した資料で、石英
製の石器や貝製ビーズが伴う（沖縄県立博物館・美
術館 2018）。
　近遠心径は8.03mm、頬舌径は7.05mm（トラ
バーチン付着のため参考値）、全長は20.31mmを
測る。Matsumura（1991）によれば、上顎乳犬歯
の近遠心径の平均値は、縄文時代人で6.52mm、弥
生時代人で6.71mm、頬舌径の平均値は縄文時代人
で5.54mm、弥生時代人で5.76mmと報告されてお
り、先史日本列島人の乳歯のサイズの中で本資料は
最も大きい。
　なお、シリアのデデリエ洞窟から出土したネア
ンデルタール人のDederiyeh 1の同歯種の計測値
は、近遠心径が7.8mm、頬舌径が7.3mmを測り
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Abstract
　　Two Palaeolithic isolated teeth excavated from Sakitari Cave, Nanjo City, Okinawa Prefecture, 
Japan, are supplementarily reported. A right maxillary deciduous canine tooth from layer I (16,000-
14,000 years ago) is considered to be about 6-7 years old due to the degree of occlusal wear and 
pulp cavity narrowing. It is larger than Neanderthals and prehistoric people (Jomon and Yayoi) in the 
Japanese archipelago. On the other hand, a right mandibular third molar, from layer II (23,000 to 
20,000 years ago), was three-rooted, with a degree of occlusal wear and pulp cavity narrowing that 
could be compared to a mature age in the 40s to 50s. Linear enamel hypoplasia is observed near the 
cervical region of the tooth, suggesting that they may have experienced significant disease or stress, 
such as malnutrition, during late childhood and early adolescence. Further elucidation of Palaeolithic 
man’s morphological characteristics and lifestyle is expected from detailed comparisons with the 
Minatogawa and Shiraho people.
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（Mizoguchi 2002）、近遠心径において、サキタリ
洞出土資料はDederiyeh 1を上回る。
　咬耗は最大象牙質幅径の1/3程度進行している

（図１下段）。縦断C T画像（図１上段左から２番目）
からは、根尖孔が閉鎖し二次象牙質が形成されてい
ることが認められる。現代人の歯の萌出・咬耗段階

（Ubelaker 1989）に対照するなら６〜７歳程度の
歯の形成・咬耗段階と推定される。

右下顎第三大臼歯（図２）
　本資料は、サキタリ洞遺跡調査区ⅠのⅡ層（約
23,000 〜 20,000年前）から出土したもので、釣り
針、ビーズ、スクレーパーといった貝製品に伴うも
のである（沖縄県立博物館・美術館 2018）。
　頬舌径は、10.57mm（咬耗が進行しているため
参考値）、遠心根長は、13.97mmを測る。咬耗は
かなり進行しており、エナメル質は遠心半の歯冠周
縁部分のみに遺存する。既報の旧石器時代人である
港川Ⅰ号、港川下顎骨Ｂ・D（いずれも男性と推定
されている）の第３大臼歯（Suwa et al. 2011）よ
りも咬耗が進んでいる。縦断CT画像（図２下段の

右から２番目）では歯髄腔が顕著に狭窄し、現代
日本人の40代から50代に相当する程度（瀬田・吉
野 1990）まで進行しており、年齢段階は壮年期に
相当するものと推定された。
　また、遠心面および頬側面エナメル質の歯頸部付
近に線状に窪む形状のエナメル質減形成が認められ
る（図２下段の左から２・３番目）。このことから
幼年期後半から青年期前半の歯冠完成期に大きな疾
患や栄養失調といった強いストレスを経験した可能
性が考えられる。
　また、本資料が示す遠心舌側から近心頬側方向
に向かって下方傾斜する咬合面の形状（図２下段
中央・右端）に関して特殊な歯の使用と関連する
可能性が考えられる。南城市武芸洞人１号や石垣
市白保竿根田原洞人４号（土肥ほか 2017; 河野ほ
か 2018）などの南島先史時代人において度々報告
されてきた特異な咬耗（例えば、上顎と下顎あるい
は左右の歯列の咬耗の不均衡、食物の咀嚼のみから
では考え難い著しい傾斜面を持つ咬耗など）は、よ
り詳細な検討が必要である。

図１　サキタリ洞遺跡 調査区Ⅰ Ⅰ層から出土したヒト右上顎乳犬歯
　　　上段左から: 舌側面，縦断CT画像，遠心面，唇側面，近心面．下段: 咬合面．Scale bar: 1cm.
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まとめ
　小稿では、サキタリ洞遺跡の旧石器時代文化層か
ら出土した２点のヒト遊離歯についての補足的な報
告を行った。
　Ⅰ層から出土した右上顎乳犬歯は６〜７歳に相当
し、Ⅱ層から出土した右下顎第三大臼歯は壮年期に
相当するものとみられた。
　両資料は、港川人に関する既報で度々指摘されて
きた後続する先史日本列島人および現代日本人よ
りも大きなサイズを持つという特徴（Suzuki and 
Hanihara 1982; Suwa et al. 2011）を備えた資料
であった。乳歯に関する日本列島の旧石器時代人の
形態学的な特徴はこれまで報告されていなかったた
め、永久歯のみならず乳歯に関しても同様の傾向が
認められることが確認された。
　小稿ではごく限られた形態学的な情報の報告にと
どまったが、今後、サキタリ洞からほど近い港川遺
跡から出土した港川人や石垣島の白保竿根田原洞穴
人との関連について、近年急速な進展を見せている
歯エナメル質の微小摩耗痕（マイクロウェア）研
究（例えばKubo and Fujita. 2021; Sawaura et al. 
2022）などを取り入れながら比較検討を進めるこ
とで、従来の形態学的な検討に基づく系統論にとど
まらず、歯の道具使用にかかわる事象や研究対象と

なる古人骨の個々人の食糧事情にかかわる新知見が
蓄積されていくことが期待される。
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